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〔話題〕 成人急性白血病治療における最近の進歩
千葉県がんセンター血液化学療法科 高 木 敏 之
医学研究の最終冨的は疾患の治癒にあることはいうま
でもないが，近年の生物学・基礎医学のめざましい成果
がストレートに疾患の治療成鎮のi向上に結びつかないこ
ともしばしばあり，実際iこ患者を治療する臨床医は時々
そのギャップの大きさに崇燥感を覚える。成人急性畠血
病の治療においても，白血病の細胞学的・病態生理学的
研究と治療薬剤の薬理学的研究辻大いに進歩したが，実
際の治療成讃はなかなか向上せず，小売島血病の治療成
績に比べてかなり遅れをとっていた。しかし最近有効な
抗白血病剤の開発と補充療法の進歩により，成人急J注白
血病の治療成績も徐々に向上してきたひ。幸子に最近臨床
的に使用可能となった 4N-behenoyl-l・F・D・arabinofuran-
osyl cytosine (BHAC) と A c1acinomycinA (ACM) 
によ担成人急性白車病の治療成績はさらに向上しつつ島
る。 
B豆ACはCytocinarabinosideに炭素数22の不飽和脂
肪酸 behenoylを結合させたもので久血中で deamina-
tion を受けにくいため技腫蕩作用が長時間持続する特
徴をもち，すでに諒床治験が終了し成人急性白血病に対
する有効'性が確立している。また ACMは streptomy-
ces galileusの培養液より分離精製された Anthracycline
系抗生物質で， Daunomycinや Adriamycin とは若干
技腫蕩スペクトノレが異立予，心毒性の低いことが知られ
ている汽 ACM辻当初田空癌に対する臨床治験が行わ
れていたが，最近では急性非リンパ性白血病に対する存
効性が明らかになってきた。 
BHAC と ACM を用いた成人急性白血病の治壌は
厚生省がん研究・山田班の共同研究として行われ汽 わ
われわれもその一員として参画した。当科における最近 
2年間の定型的成人急性白血病13例に対する BHACな
らびに ACMの単部あるいは多売i併用療法の治療成績
を一括してみると，初回寛解効果は完全寛解8，不完全
寛解1，無効 1，早期死立〈治療第 lコースの途中で死
亡) 2例で，再薬剤の使用以前記比べて完全寛解率の向
上がみられた。完全寛解がえられた8部中 6挺は再発し 
5例法死亡したが(生存期間中央値11カ月)， 3併は寛解
生存中で，初回治療開始からの生存期間はそれぞれ2年 
2カ月， 7カ月， 3カ月である。現在，厚生省出田斑で
はひきつづき BHACと ACMを用いた多剤併用療法 
(BHAC. AMP療法)の共開研究が進行中であるが，
従来の多荊併用療法に比べて白車病締抱に対する殺組胞
効果は強力で，付随する高度の骨髄抑制に対して十分な
補充療詰を行えば，より高い完全寛解率がえられるもの
と期待される。
さて，以上に述べたように，成人急性白血病の治療成
績は徐々に向上しているが，今後治療成績を飛躍的に向
上させるためにはなお多くの問題が残されている。とく
に基礎医学的に①より多くの有効な抗自血病第の開発
と②個々の症鍔の自車病細胞についての薬剤感受性試験
の開発，臨床的に③完全寛解例の強化維持療法の確立と
④最近増加しつつある非定型的白血病の病態解明と治療
訟の確立，が緊急にと F組まねばならない重要な問題で
あろう。このように，成人急性白血病の治癒というゴー
ルに至るまでには多くの障碍があり，道は険しいといわ
ざるをえない。しかし，最近の或入急性白虫病の完全寛
解率の向上は，治壌の第一緩にある臨床医を大きく勇気
づけるものであり，基礎医学と臨沫医学の綿密な連携が
もたらした大きな成果として特筆されるべきものといえ
よう。
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